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13
議
員
が
市
政
を
問
う

一

　般

　質

　問

議
　
員
　
消
費
税
率
が
引

き
上
げ
ら
れ
る
と
消
費
が

低
迷
し
、
市
民
生
活
に
影

響
が
及
ぶ
。
10
月
か
ら
の

消
費
税
増
税
へ
の
市
の
対

応
は
。

市
　
長
　
市
民
生
活
に
大

き
な
影
響
が
あ
る
と
捉
え

て
い
ま
す
の
で
、
市
で
は

国
の
制
度
を
活
用
し
、
影

響
が
大
き
い
低
所
得
者
、

３
歳
未
満
の
子
が
い
る
子

育
て
世
代
へ
の
プ
レ
ミ
ア

ム
付
商
品
券
事
業
や
、
３

歳
以
上
の
全
て
の
子
供
と

３
歳
未
満
の
低
所
得
者
世

帯
の
保
育
料
の
無
償
化
、

税
制
改
正
に
合
わ
せ
た
市

税
の
軽
減
、
低
所
得
者
の

介
護
保
険
料
の
引
き
下
げ

支
援
等
を
行
い
ま
す
。

議
　
員
　
プ
レ
ミ
ア
ム
付

商
品
券
事
業
の
概
要
は
。

の
措
置
が
必
要
な
特
定
空

家
等
は
11
軒
で
す
。

議
　
員
　
空
き
家
に
ど
の

よ
う
に
対
応
す
る
の
か
。

民
生
部
長
　
特
定
空
家
等

は
、
助
言
・
指
導
、
勧
告
、

命
令
、
行
政
代
執
行
法
に

よ
る
措
置
を
講
じ
ま
す
。

議
　
員
　
人
口
減
少
が
進

む
農
村
部
だ
が
、
持
続
さ

せ
る
べ
き
だ
と
考
え
る
。

市
の
考
え
は
。

農
林
商
工
部
長
　
各
種
支

援
や
人
・
農
地
プ
ラ
ン
策

定
に
よ
り
地
域
の
担
い
手

確
保
を
図
っ
て
き
ま
し
た
。

今
後
も
農
業
者
の
意
向
を

捉
え
、
施
策
を
進
め
ま
す
。

す
指
標
で
す
。

議
　
員
　
県
内
に
お
け
る

本
市
の
所
得
の
順
位
は
。

企
画
財
政
部
長
　
40
市
町

村
中
21
番
目
で
す
。

議
　
員
　
指
定
管
理
業
務

等
に
従
事
す
る
者
の
賃
金

と
労
働
条
件
の
水
準
は
。

総
務
部
長
　
賃
金
総
額
は

ほ
ぼ
積
算
額
ど
お
り
で
、

労
働
条
件
の
問
題
点
も
見

ら
れ
ま
せ
ん
。
他
市
と
比

べ
て
も
平
均
的
で
す
。

議
　
員
　
介
護
現
場
の
賃

金
、
労
働
条
件
は
不
十
分

だ
。
介
護
事
業
者
が
共
有

す
る
介
護
職
給
料
表
の
制

度
が
必
要
で
は
な
い
か
。

健
康
福
祉
部
長
　
国
は
介

護
人
材
の
処
遇
改
善
対
策

を
進
め
て
い
ま
す
。
市
に

よ
る
介
護
職
給
料
表
の
作

成
は
難
し
い
と
考
え
ま
す
。

議
　
員
　
空
き
家
は
全
国

に
13
・
５
％
あ
る
と
い
う
。

当
市
に
お
け
る
数
は
。

民
生
部
長
　
１
６
８
７
軒

あ
り
、
こ
の
う
ち
解
体
等

議
　
員
　
地
場
の
賃
金
は

必
ず
し
も
よ
い
と
は
言
え

な
い
。
青
森
県
と
当
市
の

一
人
当
た
り
の
所
得
は
。

企
画
財
政
部
長
　
平
成
27

年
度
の
県
民
所
得
は
２
４

６
万
２
千
円
、
当
市
所
得

は
２
２
５
万
１
千
円
で
す
。

こ
の
数
値
は
個
人
の
所
得

水
準
で
は
な
く
、
市
の
経

済
全
体
の
所
得
水
準
を
表

議
　
員
　
購
入
対
象
者
に

当
て
は
ま
ら
な
い
一
般
の

方
々
へ
の
支
援
は
。

農
林
商
工
部
長
　
市
独
自

で
対
象
者
を
拡
大
す
る
こ

と
は
考
え
て
い
ま
せ
ん
。

議
　
員
　
プ
レ
ミ
ア
ム
付

商
品
券
が
完
売
し
な
い
場

合
に
一
般
の
方
に
も
販
売

で
き
な
い
か
。

健
康
福
祉
部
長
　
流
用
は

で
き
ま
せ
ん
。

健
康
福
祉
部
長
　
国
の
全

額
補
助
に
よ
り
、
今
年
度

の
住
民
税
非
課
税
者
と
平

成
28
年
４
月
２
日
か
ら
令

和
元
年
９
月
30
日
ま
で
に

生
ま
れ
た
子
供
が
い
る
世

帯
主
に
プ
レ
ミ
ア
ム
付
商

品
券
を
販
売
す
る
も
の
で

す
。
販
売
・
使
用
期
間
は
、

今
年
10
月
か
ら
翌
年
２
月

ま
で
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

議
　
員
　
今
回
の
販
売
セ

ッ
ト
数
は
。

健
康
福
祉
部
長
　
５
０
０

円
券
の
10
枚
綴
り
を
１

セ
ッ
ト
と
し
、
一
人
当
た

り
５
セ
ッ
ト
ま
で
購
入
可

能
で
す
。
購
入
対
象
者
を
、

低
所
得
者
が
約
１
万
２
千

人
、
子
育
て
世
帯
が
１
４

０
０
人
と
見
込
み
、
販
売

数
は
合
計
６
万
７
千
セ
ッ

ト
と
見
込
ん
で
い
ま
す
。

山　端　　　博
（市民連合クラブ）

消
費
税
増
税
へ
の
市
の
対
応
は

プ
レ
ミ
ア
ム
付
商
品
券
事
業
等
で

市
民
の
負
担
軽
減
を
図
る

畑　山　親　弘
（市民連合クラブ）

農村を元気にする具体的な手だてを

２万５千円分の商品券を２万円で購入できます

県内における本市の所得の
順位は

40市町村中21番目

議
　
員
　
ド
ロ
ー
ン
（
無

人
の
小
型
航
空
機
）
は
、

測
量
、
災
害
救
助
、
物
資

の
輸
送
、
建
物
や
橋
等
の

イ
ン
フ
ラ
点
検
、
農
業
の

生
育
調
査
、
薬
剤
散
布
等
、

大
き
な
可
能
性
が
あ
る
。

だ
が
法
律
の
規
制
が
多
く
、

活
用
に
は
プ
ロ
が
求
め
ら

れ
て
い
る
。
当
市
に
は
ド

ロ
ー
ン
の
第
一
人
者
が
い

る
が
、
な
り
わ
い
と
す
る

の
は
厳
し
い
状
況
だ
。

　
市
は
ド
ロ
ー
ン
の
存
在

を
ど
う
見
て
い
る
の
か
。

総
務
部
長
　
既
に
総
合
防

災
訓
練
で
活
用
し
、
大
き

な
可
能
性
を
感
じ
て
い
る

の
で
、
関
係
団
体
等
と
災

害
時
応
援
協
定
を
締
結
し

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

そ
れ
以
外
で
も
職
員
に
よ

る
現
地
確
認
が
難
し
い
場

考
え
ま
す
。
道
の
駅
以
外

の
公
共
施
設
に
自
治
体
が

開
設
し
た
県
内
の
事
例
や

道
の
駅
に
併
設
し
て
い
る

県
外
の
事
例
を
参
考
に
、

課
題
の
検
討
と
あ
わ
せ
て

調
査
研
究
し
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

議
　
員
　
市
で
義
務
教
育

期
間
中
に
、
ピ
ロ
リ
菌
の

検
査
・
除
菌
を
実
施
す
る

考
え
は
。

健
康
福
祉
部
長
　
感
染
し

て
早
い
時
期
の
中
高
生
へ

の
除
菌
治
療
は
胃
が
ん
の

予
防
効
果
が
あ
る
と
考
え

ら
れ
る
一
方
、
除
菌
薬
の

副
作
用
の
懸
念
が
残
さ
れ

て
い
ま
す
。
県
内
で
は
、

１
市
が
平
成
29
年
度
か
ら
、

検
査
を
希
望
す
る
中
学
２

年
生
を
対
象
に
実
施
し
て

い
る
状
況
で
す
。
当
市
で

は
、
国
か
ら
明
確
な
方
向

性
が
示
さ
れ
て
い
ま
せ
ん

の
で
、
今
後
調
査
研
究
し

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。

キ
ャ
ン
プ
場
と
し
て
の
利

用
ニ
ー
ズ
、
さ
ら
に
夜
間

に
お
け
る
施
設
管
理
の
方

法
な
ど
を
調
査
、
検
討
し
、

慎
重
に
判
断
す
る
必
要
が

あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

今
後
、
他
の
道
の
駅
の
事

例
な
ど
も
研
究
し
、
開
設

の
必
要
性
を
検
討
し
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

議
　
員
　
こ
の
エ
リ
ア
に

ド
ッ
グ
ラ
ン
を
開
設
す
る

考
え
は
。

農
林
商
工
部
長
　
維
持
管

理
上
の
課
題
や
周
辺
環
境

へ
の
影
響
、
親
水
公
園
を

利
用
す
る
子
供
の
安
全
性

の
確
保
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま

な
面
か
ら
検
討
が
必
要
と

議
　
員
　
道
の
駅
「
奥
入

瀬
ろ
ま
ん
パ
ー
ク
」
の
野

外
ス
テ
ー
ジ
を
中
心
と
し

た
広
大
な
東
側
エ
リ
ア
の

利
活
用
促
進
の
た
め
に
、

キ
ャ
ン
プ
場
を
開
設
す
る

考
え
は
。

農
林
商
工
部
長
　
観
光
客

や
市
民
の
憩
い
の
場
と
し

て
親
し
ま
れ
て
き
た
広
場

と
し
て
の
利
用
ニ
ー
ズ
と
、

議
　
員
　
に
ん
に
く
生
産

量
強
化
対
策
事
業
の
成
果

は
。

農
林
商
工
部
長
　
平
成
25

年
度
か
ら
３
年
間
、
Ｊ
Ａ

に
よ
る
増
殖
用
の
優
良
種

子
の
購
入
を
補
助
し
ま
し

た
。
こ
の
増
殖
に
よ
り
、

農
家
は
優
良
種
子
を
安
価

に
購
入
す
る
こ
と
が
で
き

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

議
　
員
　
優
良
雌
牛
県
外

導
入
事
業
の
状
況
は
。

市
　
長
　
評
価
の
高
い
鳥

取
県
の
種
雄
牛
「
白
鵬
85

の
３
」
の
子
を
、
平
成
30

年
度
か
ら
３
年
間
で
１
２

０
頭
導
入
す
る
た
め
、
助

成
し
て
い
ま
す
。
導
入
し

た
子
牛
を
も
と
に
肉
用
牛

の
経
営
基
盤
を
強
化
し
て

ほ
し
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

所
等
で
の
使
用
が
想
定
さ

れ
ま
す
。
今
後
、
適
宜
活

用
を
判
断
し
て
い
き
ま
す
。

議
　
員
　
ド
ロ
ー
ン
に
携

わ
る
技
術
者
た
ち
を
ど
う

支
援
し
て
い
く
の
か
。

総
務
部
長
　
い
ま
は
支
援

の
必
要
性
を
判
断
で
き
ま

せ
ん
の
で
、
技
術
開
発
や

法
規
制
等
、
取
り
巻
く
環

境
の
動
向
を
注
視
し
、
時

期
を
見
て
考
え
た
い
と
思

い
ま
す
。

戸　来　　　伝
（市民連合クラブ）

ド
ロ
ー
ン
の
存
在
を
市
で
は

　
　
　
　
　
　
　
　ど
う
見
る
か

大
き
な
可
能
性
が
あ
り

　
　
　
　活
用
し
て
い
き
た
い

堰野端　展　雄
（自民公明クラブ）

道の駅「奥入瀬ろまんパーク」に
キャンプ場を開設しては

他の事例等から
　必要性を検討したい

ろまんパーク東側エリアの利活用促進を

行政全体でドローン活用の検討を
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